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日華学堂の学生たち―帰国後の活躍― 欒　殿武

古家　聡・石黒　武人

高橋　敦

チョウ アルバート

鄭　穎

崔　沫舒

小倉　文根

藤浦　五月

「全員留学」経験者の人間的成長の可視化に関する研究

COVID-19の影響下におけるマクドナルド・コーポレーションの業績分析
―2020年 4-6 月期決算を基に―

カナダにおける言語の多様性とバイリンガリズムの現状に関する一考察
―2016年国勢調査を中心に―

学習リソースの使用とイントネーション産出の関係
―中国人学習者の終助詞「ね」「よ」「よね」の音読を中心に―

調査報告

研究論文

実践報告

中国の日本語教師のオノマトペ指導に関する認識

ビジネス場面における日本語学習者の発話に対する日本語教師の評価
―印象形成の要因に着目して―

初年次レポート・ライティングプログラムにおけるルーブリックの改善
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